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２００９年１月の成層圏突然昇温の北半球電離圏への影響
Response of northern hemisphere ionosphere to 2009 January SSW
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成層圏の突然昇温が電離圏に影響を及ぼすことが報告されてきた。ここでは２００９年の成層圏突然昇温時の電離圏
への影響を北半球に限って、今まで報告されていない西経３０度―東経３０度の領域で調べた。この領域はＳＳＷ期間
中、１０ｈＰ高度での大気温度が高かった領域である。使用したデータは台湾のＧＰＳ衛星により得られた電子密度の高
度分布である。このデータの信頼性を検証するためにイオノゾンデによるＮｍＦ２，ＧＩＭのＴＥＣデータを用い、最
終的にデータが研究にたえうることを確認した。
　低緯度におけるＮｍＦ２は朝９－１２時をのぞいてＳＳＷ期間中減少する。中緯度にＮｍＦ２の変わらない領域が

存在する。この場所は中性ガス温度の変化が見られない領域と一致する。高緯度においては昼間はＮｍＦ２が増加する
が、夜は減少する。
　　ＳＳＷ期間中低緯度において６－９時の時間帯にＮｍＦ２が大きく減少する期間がある。この時高緯度ではＮｍ

Ｆ２の上昇がみられる。この現象は赤道以上と同じように、低緯度において、プラズマの強い上昇がおこり、より高い
高度に押し上げられたプラズマが磁力線に沿ってより高緯度に流れ込むとして説明できるかもしれない。
同じような、減少が西経１５０度、東経１５０度の経度領域にもみられる。このｒｙ等域は成層圏の温度が同じ時期

に上昇している領域であり、西経３０度―東経３０度にみられる現象はＳＳＷに共通な現象かもしれないことを示唆し
ている。この確認のためには２０１０年のＳＳＷを研究する必要がある。
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